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は じめに ： 光化学オ キ シ ダ ン トの 主成分で あ るオ ゾ ン の濃度 と大気か ら 地表 面 へ の 窒素降下量 は増加傾向
にある。オ ゾ ン と植 物 の 要求量を超えた窒素は、植物 の 生理機能や成長など に 悪影響を及ぼす 環境 ス トレ

ス で ある。今後、 こ れ らの 環境 ス ト レ ス が森林を構成す る樹木に 対 し て複合的 に作用 する可能 性が ある 。

そ こ で 、本研究で は 、 日本 の 代表的な落葉広葉樹 で あ るブナ の 苗木の 窒 素代謝、葉内成分お よび葉 の ガ ス

交換速度に対す るオ ゾ ン と土壌 へ の 窒素負荷の 単独お よび複合影響を調べ た 。

材料 と方法 ：群馬 県勢多郡の落葉広葉樹林で採取 した花崗岩母材の 褐色森林土 を詰めた 5．3L ポ ッ トで ブナ

（Fagies　crenata ）の 2 年生苗 を育成 した 。 2002年 5月 1 日か ら 10月 3ユ 日ま で の 184 日間に わた っ て 、20 ／15℃

（日中／夜間）に制御 した 自然光型 フ ァ イ トトロ ン内で ブ ナ 苗を育成 した。オ ゾ ン 区 の フ ァ イ トトロ ン に お い

て は 、毎 日 11 時か ら 18 時ま で 60ppb の オ ゾ ン をブナ 苗に暴露 した。対 照 区 の フ ァ イ トトロ ン に は 活性

炭フ ィ ル ターに よ っ て 浄 化 した空 気 を毎 日導入 し、ブナ苗を育成 した。育成期 間 中に NH4NO3 溶液 を用い

て 土壌 へ の 窒素負荷を 1 回！月 で 合 計 6 回行い 、そ の 合計窒素負荷量 が O，10，　50，10（），　300　tg　ha
“i

とな る よ う
に した。すなわ ち、本研究にお い て は、5 段階の 土壌 へ の 窒素負荷 と 2 段 階の ガ ス 処 理 を フ ァ ク トリア ル

に 組 み 合わせ 、合計 ユ0 処理 区 を設 けた 。 育成期間中に お い て 、ブナ 苗 の 1st　flush葉 の 硝酸還 元酵素（皿 ）
活性 、 亜硝酸還元 酵素（NiR ）活性 、

　NO3 濃 度 、
　NO ガ濃度 、

　NH4 ＋

濃度、全 ア ミノ酸態窒素濃度、全可溶性 タ ン

パ ク質（TSP）濃度、RuBP カ ル ボキ シ ラ
ーゼ 〆オ キ シ ゲナーゼ（kubisco）濃度お よびガ ス 交換速度（純光 合成速度，

蒸散速度 CO2 気孔拡散 コ ン ダクタ ン ス ）を測 定 した。

結果 と考察 ：純光合成速度は 、6 月以降にお い
一
（fオ ゾ ン 暴露 に よ っ て 有意 に低下 し、9 月 に お い て は オ ゾ ン

暴露また は土壌 へ の 窒 素負荷の 単独 影響に よ っ て 有意に低下 した俵 1）。9 月 にお い て 、オゾ ン 暴露 に よ っ

て NO3 濃 度、　 NH4
＋

濃度 お よび全ア ミノ酸態窒素濃度は 有意に 増加 し たが 、　 TSP 濃度、　Rubisco濃度お よび

NR 活性は有意 に低下 した。一
方 、土壌 へ の 窒 素負荷 に よ っ て 、　 NO3 濃 度、　NO2

’
濃 度 、

　 NH4 膿 度 、 全 ア ミ

ノ酸態窒素濃度、MW 活性お よ び NiR 活性 は 有意 に増加 し た が、TSP 濃度 と Rubisco 濃度は増加 し な か っ た ．

オ ゾ ン暴露 と 土壌 へ の 窒素負荷 の 複合処 理区で は両 ス トレ ス は相加的 に作用 し、NO3
’
濃度、　 NH4

＋

濃度お よ

び全 ア ミ ノ酸態窒素濃度は 増加 した が
、
TSP 濃度 、

　Rubisco濃度お よび純光合成速度 は著 しく低下 した。こ

れ らの 結果 よ り、オゾ ン 暴露 と土壌 へ の 窒素負 荷に よ っ て 、 葉内 の 窒素が Rubisco等 の 酵素タ ン パ ク へ 利

用 され る割合が低下 し、純光合成速度が低下 した こ とが考え られ る。

表 1 ブ ナ苗の 1St　flush葉 の純光合成速度、葉内成分 お よび葉 内酵 素活性 に対 す る土壌への 窒 素負荷 とオ ゾ ン の 影響 （9A ）
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